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身近に潜む特定外来生物に気をつけて !!

アライグマ
　近年、全国各地で被害が発生し、市内での捕獲数も急増しています。
どこで出没してもおかしくない状態です。特定外来生物に指定され、
飼育、譲渡などは原則禁止されています。府内で農作物などの被害が
甚大であることから「大阪府アライグマ防除実施計画」に基づき、捕
獲を実施しています。
●摂津市内アライグマ捕獲頭数推移　　　※令和３年度は６月末時点
年度 Ｈ 28 Ｈ 29 Ｈ 30 Ｒ 1 Ｒ 2 Ｒ 3※
捕獲頭数 0 1 1 2 7 8

◆アライグマによる被害
・農作物の食害
・屋根裏に侵入し繁殖
・室外の水槽の魚を捕食
　　　　　　　　　など

セアカゴケグモ
　市内どこでも生息している特定外来生物です。おとなしいクモで、捕まえたり
触ったりしなければ攻撃してきません。
◆発見したら！
踏みつぶすか市販の殺虫剤（クモ用かゴキブリ用）で駆除してください。
◆セアカゴケグモに咬まれたら！
患部を流水や石けん水で洗い、できるだけ早く医療機関を受診してください。
◆こんなところに注意！
・排水溝のフタやプランターの裏　・長時間外に放置した履き物
・ブロックの穴の中など雨風をしのげるところ
◆セアカゴケグモの対策
生息しそうな場所は、こまめに清掃、整理整頓し、クモが巣を作らないようにしてください。

クビアカツヤカミキリ
　平成 30年１月に特定外来生物に指定されました。近年、府内で被
害範囲が拡大しています。
◆クビアカツヤカミキリによる被害
サクラ、モモ、ウメなどのバラ科の樹木に発生し、樹木を枯死させます。
◆発見したら！
成虫や木の周りに排出されている
うどん状のフラス（木くずと糞の
混合物）を見つけた場合は、殺虫し、
発見場所などを市に連絡してくだ
さい。

◆発見したら！
気性が荒くとても危険です！餌を与えたり、触ろうとしたりしないでください。
捕獲檻の設置など、捕獲に協力いただける場合は市に連絡してください。
◆アライグマの特徴と類似動物の特徴
【アライグマ】　　　　　　【タヌキ】　　　　　　　【アナグマ】
・尾に縞模様がある　　　・尾に縞模様はない　　・尾が短い
・耳の縁とヒゲは白色　　・耳の縁は黒色　　　　・足は短く黒色
・鼻筋は白くない　　　　・肩に黒い模様　　　　・目の周辺だけ黒色
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